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㈲
沖
嶋
村
検
地
野
帳
（
寛
永
十
三
年
）

Z

う
な
吹
き
方
を
す
る
。
魚
島
で
は
、
午
前
中
は
北
寄
り

の
風
が
吹
き
、
日
中
は
南
寄
り
の
海
風
が
吹
き
、
夜
間

は
西
風
に
変
化
す
る
。

瀬
戸
内
海
地
方
は
中
国
山
地
と
四
国
山
地
に
囲
ま
れ

て
い
る
た
め
、
風
は
弱
い
。
し
か
し
そ
の
た
め
こ
の
海

陸
風
の
日
常
生
活
や
海
上
活
動
へ
の
影
響
は
大
で
あ
る
。

四
坂
島
の
煙
害
の
拡
大
や
近
年
の
産
業
活
動
に
よ
る

大
気
汚
染
、
ま
た
、
松
枯
れ
病
等
に
つ
い
て
も
関
係
が

大
き
い
と
お
も
わ
れ
る
。

気
温
観
測
年
数
が
少
な
い
た
め
断
定
は
し
に
く

い
が
、
魚
島
の
月
平
均
気
温
は
一
月
が
最
低
で
約
五
度
、

最
高
は
八
月
で
二
十
六
・
五
度
、
そ
の
較
差
は
約
二
二

度
で
あ
る
。
年
平
均
気
温
は
十
五
・
五
度
で
、
松
山
の

十
五
・
六
度
と
同
じ
、
大
三
島
の
十
五
・
一
度
（
一
九

七
九
～
一
九
八
九
の
平
均
）
よ
り
暖
か
く
、
伯
方
町
の

一
六
・
○
度
（
一
九
五
六
～
一
九
七
五
平
均
）
よ
り
低

い
。
し
か
し
気
温
は
観
測
地
点
で
か
な
り
異
な
る
の
で
、

同
じ
条
件
で
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
春
は
気
温
の
上

昇
が
遅
く
、
桜
の
開
花
も
今
治
・
松
山
よ
り
は
数
日
遅

れ
る
。
夏
は
陸
地
部
に
対
し
て
数
度
低
温
で
、
し
の
ぎ

や
す
く
秋
も
ま
た
遅
い
。

特
色
魚
島
は
瀬
戸
内
海
の
中
央
に
位
置
す
る
た

め
、
典
型
的
な
瀬
戸
内
海
型
の
気
候
で
あ
る
。
瀬
戸
内

海
は
北
に
中
国
山
地
、
南
に
四
国
山
地
が
あ
り
、
東
西

に
も
近
畿
・
九
州
の
山
並
に
囲
ま
れ
た
全
く
の
内
陸
で

あ
る
。
そ
の
た
め
夏
冬
の
季
節
風
、
春
秋
の
温
帯
性
低

気
圧
の
風
に
対
し
て
常
に
風
下
に
な
る
た
め
、
雨
量
が

少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
日
照
時
間
が
長
く
晴
天
の
多

い
事
が
、
製
塩
業
や
果
樹
栽
培
を
発
達
さ
せ
た
が
、
降

雨
が
梅
雨
期
に
集
中
す
る
の
で
、
夏
季
に
は
水
不
足
と

な
る
事
が
多
く
、
早
害
を
受
け
る
年
も
多
か
っ
た
。

内
陸
型
の
気
候
で
は
寒
暖
の
差
が
激
し
い
の
が
普
通

で
あ
る
が
、
魚
島
の
よ
う
な
小
島
で
は
海
水
の
気
温
の

緩
和
作
用
を
う
け
て
夏
の
到
来
は
遅
く
て
涼
し
い
。
冬

も
遅
く
て
温
暖
と
い
う
住
み
や
す
い
気
候
と
な
っ
て
い

る
。
海
水
の
温
度
の
上
昇
は
陸
よ
り
も
二
か
月
遅
れ
、

冷
却
も
ま
た
同
様
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

魚
島
と
海
陸
風
瀬
戸
内
海
沿
岸
や
大
島
・
大
三
島

な
ど
の
大
き
い
島
で
は
、
夏
に
海
陸
風
が
吹
く
こ
と
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
昼
間
は
海
よ
り
も
陸
上
が
高
温

と
な
る
た
め
、
海
か
ら
海
岸
線
に
直
角
に
海
風
が
吹
き
、

な
さ

夜
間
は
そ
の
逆
風
と
な
る
。
風
の
交
替
す
る
夕
凪
は
、

人
女
は
庭
に
打
水
を
し
て
縁
側
で
涼
を
と
る
が
、
魚
島

で
も
時
に
涼
し
い
陸
風
や
夕
立
を
み
る
こ
と
も
あ
る
。

伯
方
・
魚
島
の
風
は
中
国
山
地
側
の
勢
力
下
に
あ
る
よ

魚
島
の
気
候
．

魚
島
村
年
表
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
：
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
：

あ
と

附
録
史
料
Ｒ
鯛
網
網
代
番
附

六
、
社
会
の
近
代
化
と
郷
土

維
新
期
の
魚
島
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
．
．
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．

維
新
前
夜
廃
藩
極
県
石
鉄
県
政
大
区
小
区
制
愛
媛
県
政
の
発
足

徴
兵
と
地
租
改
正
事
業
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
．
．
…
…
…
．

四
民
平
等
と
戸
籍
法
徴
兵
制
の
開
始
地
租
改
正
の
意
義
地
租
改
正
事
業
の
進
展
魚
島
の
地
租
改
正
資
料

戸
長
時
代
の
魚
島
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
：

郡
区
町
村
編
成
法
岩
城
三
浦
家
の
進
出
戸
長
期
の
魚
島

魚
島
村
政
の
発
足
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
．

町
村
制
の
施
行
魚
島
村
の
分
村
独
立
魚
島
村
政
の
開
始

〃

が

ｑ
ｑ
ｄ
ｑ
ｄ
》
一
が
み
（

き
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‐
‐
ｉ
ｌ
ｌ
、

こ
れ
ら
は
全
て
海
洋
の
影
響
に
よ
る
が
、
松
山
と
の

最
高
巌
低
気
温
の
比
較
図
に
鎧
も
明
瞭
で
あ
る
。
最
高

温
度
は
常
に
松
山
よ
り
低
く
、
特
に
夏
で
も
三
五
度
を

超
え
な
い
。
冬
は
常
に
松
山
よ
り
高
く
、
し
た
が
っ
て

鐙
高
最
低
の
差
は
一
○
度
以
内
で
、
松
山
の
半
分
以
下

で
あ
る
。
昭
和
五
一
年
の
み
の
資
料
で
あ
る
が
、
一
・

二
月
は
魚
島
は
松
山
よ
り
二
度
暖
か
く
、
七
・
八
月
は

一
度
余
り
低
い
。
魚
島
近
海
の
水
温
の
変
化
を
み
る
と
、

そ
の
上
昇
下
降
は
緩
や
か
で
あ
り
、
冬
で
も
一
○
度
以

上
、
夏
は
二
八
度
以
上
で
あ
る
。

降
水
量
瀬
戸
内
海
の
中
央
部
は
、
小
豆
島
を
中
心

と
し
て
雨
量
が
少
な
く
一
二
○
○
ミ
リ
以
下
で
、
西
日

本
で
は
巌
少
逓
で
あ
る
。
魚
島
の
四
年
間
の
平
均
で
は

約
九
○
○
ミ
リ
、
近
島
の
四
阪
島
の
四
五
年
間
の
平
均

で
は
一
一
○
○
ミ
リ
で
あ
る
。
降
水
量
は
気
温
よ
り
も

年
変
化
が
大
き
く
、
四
阪
島
で
は
鐙
高
一
八
五
九
ミ
リ

か
ら
妓
低
六
三
四
ミ
リ
迄
の
間
を
大
き
く
変
動
す
る
。

一
二
○
○
ミ
リ
以
上
を
記
録
し
た
年
は
一
三
回
、
九
○

○
ミ
リ
未
満
は
七
回
で
あ
る
。
そ
の
年
次
変
化
に
は
規

則
性
が
み
ら
れ
、
一
五
○
○
ミ
リ
以
上
の
多
雨
年
は
約

か
う

一
一
○
年
に
一
回
み
ら
れ
、
そ
の
前
後
の
年
は
寡
雨
年
で

あ
る
。

大
三
島
の
瀬
戸
崎
二
八
年
間
の
記
録
で
は
、
最
高
一

四
八
六
ミ
リ
最
低
七
八
八
ミ
リ
で
、
’
○
○
○
ミ
リ
以

下
は
八
回
と
変
化
は
や
や
少
な
い
。
今
治
市
五
三
年
間

Ｂ
Ｊ
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